ルール説明時などのNPCの対応例

入口NPCのセリフ例
	あいさつ
	ようこそ。ここは魔術学園です。



	PCの状況
	あなたは魔術学園の生徒です。そしてこの学園では現在試験が行われています。


	PCの目的
	なので、あなたも試験に合格しましょう。試験内容は教授の指定する魔法を発動させることです。指定する魔法は今から渡す宝石入れに書かれています。


	目的を達成するための手段
	そのためには特定の魔法石を集める必要があります。必要な魔法石も宝石入れに書かれていますので、確認してください。


	魔法石について
	魔法石とはこの世界にある魔力の塊です。魔法石の属性は火、水、風、地、光の５種類あり、強さはそれぞれ３段階あります。つまり合計して１５種類の魔法石がこの世界にはあります。


	始めるためにどうするか
	試験を受けるにはまず、魔法石を受け取りましょう。宝石入れをもって白（または黒）の儀式所に行ってください。そして、試験を受けにきたことを伝えてください。すると魔法石を５つ借りることができます。


	どうやって集めるか
	この世界には魔法石の属性や強さを変化させる儀式所や増幅所というものがあります。そこで儀式を繰り返し、必要な魔法石を集めてください。


	儀式所のルール説明
	儀式所では、魔法石の属性を変化させることができます。あなたの持っている魔法石から３つを選んで儀式にかけます。するとその３つのうち一部、あるいは全部が変化します。ただし魔法石の強さは変わりません。


	増幅所のルール説明
	増幅所では魔法石の強さを変化させることができます。そのためには同じ属性で同じ強さ、つまり同じ名前の魔法石３つが必要です。その３つを儀式にかけることで、３つのうち１つの魔法石の強さが上がります。


	終わるためにどうするか 
	指定された魔法石が集まったら、試験監督の所に行ってください。すると学生証に課題完了の印を貰うことができます。これで試験は終了です。さまざまな試験課題があるので、たくさんの試験に合格しましょう。


	その他
	また儀式所や増幅所以外にも、魔法石の魔力を変化させたり、魔法石を交換してくれたりする人もいるので、彼らの助けをかりるのもいいかもしれません。最後に、わからないことがあったらとんがり帽子をかぶった先輩魔術師に相談してみてください。


	あいさつ
	それでは頑張ってください。


出口ＮＰＣ（試験監督）のセリフ例
	ＰＣが魔法石を持ってくる
	まずあなたの宝石入れと魔法石を見せてください。

	達成確認
	（指定の魔法石が集まっていることを確認する）
確かにあなたはこの課題を達成しました。
（集まっていなかったら）
残念ながらこれでは魔法の発動はできません。もう一度必要な魔法石を確認しましょう。

	スタンプ
	では定期試験証を出してください。
（該当するところにスタンプを押す）

	まだ遊ぶか
	試験を続けますか？
続ける場合は入り口の試験官に定期試験証を持って、次の試験課題を受けに来たと伝えてください。終える場合は、出口はあちらになります。よろしければアンケートの記入にご協力ください。

	あいさつ
	（試験を受けるＰＣに対して、）それでは頑張ってください。
（帰るＰＣに対して、）ありがとうございました。


儀式所ＮＰＣのセリフ例
	「試験を受けに来た」と伝えられる
	まずあなたの宝石入れを見せてください。


	試験課題の確認
	あなたの今回の試験課題は「○○の魔法」です。

	必要な魔法石の確認
	そのためには「○○」を集める必要があります。

	魔法石貸出
	それらを集めるために、これを使ってください。（魔法石を渡す）

	集まったら
	集まったら試験監督に宝石入れごと持って行ってください。

	すぐに儀式をするか
	それでは今から試験を開始します。
ここでも儀式をすることができますが、儀式をしていきますか？

	あいさつ
	それでは頑張ってください。


イベントＮＰＣのセリフ例
	属性魔宝石授与イベント
	どんな魔法石からも、○属性の魔法石を生み出す装置を製作したのですが、実験が十分なので、完成させるためにみなさんに協力してほしいです。

何でもいいので魔法石を提供してくれませんか？
（受け取ったら）
→無事○属性の魔法石が生まれたので、協力してもらったお礼にどうぞ。（○属性の魔法石をあげる）

	→終了時
	みなさんの協力のおかげで、この装置が完成に近づきました。ありがとうございました。

	2:2交換イベント
	魔法の実験で○○と○○の魔法石が必要だ。○○と○○の2つと交換してもらえないだろうか？

	→終了時
	みなさんの協力のおかげでようやく実験が出来ます。ありがとうございました。

	ランダム交換イベント
	この装置は謎に包まれている。この中に魔法石を入れると、何らかの魔法石になってしまう。勇気ある学生諸君は挑戦してみると面白いかもしれんぞ。

	→終了時
	これ以上この装置を使わせるのは危険と判断したので、封印させてもらう。


